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バッテリ保護用でのヒューズ使用について 

 

 

バッテリ保護用でのヒューズ使用において、バッテリに近く、インダクタンスが非常に小さい状

態での設置にて、定格電圧を下回る電圧での筒割れ、噴き出し等の異常が発生する事象が確認さ

れております。 

バッテリ保護用でのヒューズ使用におきましては、下記の通り注意が必要となりますので、ご確

認お願いします。 

 

 

1． 対象ヒューズ 

一部対象外ヒューズを除き、弊社ヒューズ全般 

 

2． 事象と原因 

定格電圧より低い電圧での短絡時のヒューズ遮断において、筒割れ、端子溶解による噴き出

しが発生することがある。 

回路インダクタンスが小さく、短絡電流の立ち上がりが急峻な場合に発生の可能性がある。 

 

3． 起こりうる回路と電圧低減 

バッテリに直で、バッテリからヒューズまでの引き回しが短く、回路インダクタンスが小さ

い場合において 

短絡電流の di/dtが 50[A/μs]より大きい場合は注意が必要です。 

短絡電流の di/dtが 50[A/μs]より大きい場合は、GHシリーズ、FHシリーズ、SPFシリー

ズ、CFシリーズ、KHシリーズ、KHKシリーズにおいて、定格電圧の 70%以下でのご使用

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※電圧が上記を超える場合、および、di/dtがさらに大きな場合は、試験実施の上、問題がな

いことをご確認の上、ご使用いただきますようお願いします。 

 

※SFシリーズ、SFKシリーズ、VSKシリーズは対象外です。 

 

※バッテリに直ではなく、インバータや DCDC コンバータの後にヒューズがある場合は対

象外です。 

 

 

 

ヒューズ限流波高値 

短絡電流波高値 

t 

ヒューズ溶断

I2t 

di/dt=50[A/s]を超える場合 



4． 弊社での試験 

弊社では JEM、IEC、UL、CCCの試験規格に沿って、各種試験を実施しておりますが、事

象発生のようなインダクタンスが非常に小さい状態での試験項目がなく、また、試験装置自

体での引き回しによるインダクタンスによって、急峻な電流の立ち上がり状態による実験と、

事象の確認ができておりませんでした。 

今回のガイドラインは、インダクタンスが小さい抵抗を用いた試験回路での、急峻な電流の

立ち上がりによる実験結果に基づくものであります。 

 

ご不明な点はお問い合わせお願います。 
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